
深島さくらねこTNRプロジェクト

実施報告書

2019年度

主 催：公益財団法人どうぶつ基金

申請者：深島地区

会 場：深島地区集会所：佐伯市蒲江大字蒲江浦3249番地38

期 間：2019年11月5～11月7日



深島 佐伯市観光協会HP～

人口 18人
ねこ 約100匹



doubutukikin

doubutukikinスケジュール
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日付 時間

11/5 午前中
14：00

手術室設営
全員でミーティング 自己紹介
捕獲

11/6 8：45
9：15
16：00
夜間

朝礼 持ち場についての説明
手術開始
手術終了
定期的に猫の見守り

11/7 8：45
9；00
13：00

終礼
獣医による手術後の猫の確認後、猫を放す
チャーター漁船で帰路（どうぶつ基金スタッフ）

～



doubutukikin

doubutukikin地域の特徴
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申請事業の背景・必要性及び目的

1. 猫のけがや病気を防ぐ

現在（2019＿08）ねこの数は約80匹だが、2月ごろには約180頭ほどいたが、

3月中旬から4月にかけて、かなりの頭数の猫が死亡。感染症によるものと推測さ

れる。

現在も、ケンカや怪我が絶えづ、メス猫は1年に数回出産しますが、仔猫はほとん

ど育たないのが現状である。

2. 高齢者の多い島民の負担軽減

人口18人の内、ほとんどが高齢者であり、餌代が大きな負担となっている。

3. 将来のことを考えて

10年経った時、今いる18名が何人いるかわかりません。島民の負担がどんどん増

えていくのは確実である。そのため、頭数の管理し、深島の猫の適正頭数を維持

し、管理していきたいと考えている。



doubutukikin

doubutukikinボランティア と 役割
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ボランティア数 ２１人（内３名が獣医師）

ケージ洗浄

運 搬

個体管理



doubutukikin

doubutukikin手 術 数

手術数

不妊去勢手術、耳先のV字カット（さくら耳）、3種混合ワクチン

ノミ・ダニ・回虫の駆除薬（レボリューション）、目薬、補液等

処置内容

オス メス 耳カットのみ 計

11月6日 37 27 4 68
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捕獲数は98匹

幼齢のため手術できなかった仔猫 10匹（2020春、全頭手術予定）

手術済み（耳カットあり） 20匹

手術済み（耳カットなし） 4匹

手術実施数 64匹 （オス37匹 メス27匹（内妊娠1匹）



doubutukikin

doubutukikin猫 オス・メス・毛色
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doubutukikin

doubutukikin獣 医 師
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どうぶつ基金 執刀医： 山口 、足立、

ボランティア参加 ：神坂（東京）・佐藤・村上（大分県）



doubutukikin

doubutukikin手 術 後 の 様 子
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11月7日、手術の翌朝、猫たちの健康状態を確認して放します。



doubutukikin

doubutukikinま と め
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深島の猫は島民が世話をしていますが、深島の人口は１８人（10月
現在）高齢者が多く、将来的な世話が難しくなることを理由にすべて
の猫の不妊去勢手術を求めていました。
今回の一斉TNRにより、ほとんどの猫への不妊去勢手術が行われ
ました。、深島の猫たちはこれ以上増えることなく、夜鳴きやケンカ、
オスのスプレーによる尿臭も激減し、ヒトと猫の理想的な共生が実
現するでしょう。
深島の猫たちは全員、名前があります。島の家族として人と暮らし
ています。
これからも一代限りの命を健気に生きる深島の猫たちを温かく見
守っていただければと思います。



doubutukikin

doubutukikinメデイア掲載
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PRタイムスから、東洋経済オンライン ダイヤモンド・オンライン産経
ニュース など35社が取り上げた



doubutukikin

doubutukikin
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公益財団法人どうぶつ基金

深島区

協力団体

佐伯犬猫ネットワーク

宮崎アニマルバディ 別府猫ボラチーム 大分ニャン太郎

大分ねこの糸 特定非営利活動法人SCAT 動物看護師


